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一σ（1－cw）
?
図　1
　　　　　　　　　　　　　〔となる。（仮定（1）のg≧0を考慮して図示）〕
　図より，二次関数f（g）の切片がマイナス，（∵σ＞0，0＜c．＜1より
一σ（1－cw）＜0），中心軸のgの値がプラス（∵0＜α〈1，0＜cw〈1
　　　　1　一dcwより9＝　　　　　　　　＞0）であるから，（1）は常に満たされる。　　　　2　acw　　　　　　　　　　　　　　　1－d－a　（1－cwd）　次に（皿）であるが，これは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝λとすると，　　　　　　　　　　　　　　　　　a　（1－cwd）
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図で示したように，9＝λの時のf（g）の傾き，つまりf’（λ）がマイナス
であり，かつg＝λの時のf（g）の値，つまりf（λ）がマイナスである
時に満たされる。
　まずf’（λ）〈0についてであるが
　　f’　（A）　＝一2acwA十　（1－crcw）
　　　　　　一一…w｛1－d－a　（1－cwd　　a　（！－cwd））｝＋（1一・・w）
よりf’（λ）＜0の時
　　　　　2cw　一cwd一　1　　cr　〈　　　　　cw　（1　一cwd）
であるが
　　　飾響編く1≒£、
より，これは先の条件④が満たされる限りにおいて保証されている。
　次に，
　　f　（A）　＝一acw　A　2十　（1－cr　cw）　A十a　（1－cw）　〈O
であるが，これは，
　　一・・w｛1－d－a（1－cwd　a　（1－cwd））｝・＋（1萎響轟d一α（1－cwd）｝
　　一a（i－cw）＝（i－cw）（一i＝’一VilkS｛g）Xlfgd－ai（ii，SWd））d　一a／〈o
ということであるから，1－cw＞0，および先にも見たようにα（1－cwd）＞0
より
　　　　　1－d－a　（1－cwd）　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠a＞　　　　　　　a　（1－cwd）2
と表現でき・．ただ・，右辺一1g舞1弄cwd）一1－2一、で洗
に見たようにλ＞0より，右辺はプラスである。また容易にわかるように，
　　　　　　　　　　　　　　　一361一
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この条件は，σ，αが大きいほど満たされやすい。
　さて，条件⑪は，σを中心に表現されているが，同様の条件◎と組み合わ
せると，
1－d－a　（1－cwd）
a　（1　一cwd）2
　　　　（1－acw）2〈a〈　　　　4　cr　cw　（1　一cw）
（llD
　となり，結局，これは，資本蓄積率の均衡存在条件と，その均衡値が利潤
実現条件を満たすための条件の組み合わせとなる。また，左側の不等式は，
σ，αが小さいほど満たされやすく，右側の不等式は，σ，αが大きいほど
満たされやすいから，③は有意な解をもちえ，例えば，cw　・・　O．　92，α＝
O．73，d＝0．21の時
O．　425〈　a　〈O．　505
となる。
　さて，以上により，資本蓄積率について均衡値と均衡存在条件，およびそ
の均衡値が利潤実現条件を満たすための条件を求めることができたが，はじ
めに見たように，利潤分配率と利潤率は，資本蓄積率のみの関数であるか
ら，資本蓄積率に関する上記の条件は，利潤分配率および利潤率に関するそ
れに等しい。つまり換言すれば，利潤分配率および利潤率に関する均衡存在
条件，およびその均衡が利潤実現条件を満たす条件は，㊥式である。
　さて，それでは，利潤分配率および利潤率の均衡値について見ておこう。
　まず利潤分配率であるが，均衡資本蓄積率g、，g2に対応する均衡利潤分
配率を，各θ1，θ2とすると，⑬式より
万1＝ （1－cw）　a　（1＋gi）
万1＝
（1－d）｛ユーαcw（1十91）｝
　　　　（1－cw）　cr　（1十g2）
＠
（1－d）　｛1－acw　（1十一g　2）｝ ＠
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となる。ただし，
一　1－acw十gl　＝ （1　一　acw）2一　4　acw　a　（！　一cw）　　　2　cr　cw
　　　　　1－acw一　V　（1－acw）2－4acwa　（1－cw）　　g2　＝　　　　　　　　　　　　　　　　2　acw
であったから，計算により，
　　∂θ1／∂σ＜0，∂θ、／∂σ＞0
となる。つまり，正常資本稼働率が高いほど，大きい方の均衡利潤分配率は
低くなりr小さい方の均衡利潤分配率は高くなるのである。
　次に利潤率であるが，同様に均衡資本蓄積率言，，喜、に対応する均衡利潤
率を各，，γ1，γ2とすると，⑭式より，
　　7，＝一一gLEt！“1！t￥一kLi（1一＋dg　i）　＠
　　ア・一α9・毬9・）　　　　　⑳
であり，先と同様に計算すると，
　　07i／Oa〈O，　072／Oa＞O，
　　∂ア1／∂d＞0，　∂一テー2／∂d＞0
となる。つまり，利潤分配率の場合と同様に，正常資本稼働率が高いほど大
きい方の均衡利潤率は低くなり，小さい方の均衡利潤率は高くなる。また，
配当性向が高いほど，2つの均衡利潤率は大きくなるのである。
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第五節　安　定　性
　本節では，前節で求めた，利潤率および利潤分配率の均衡値の安定性と安
定条件を調べてみることとしたい。ただし，前節でみたように，利潤分配率
および利潤率は，資本蓄積率のみの関数であるから，よって資本蓄積率の安
定性および安定条件は，利潤分配率および利潤率の安定性および安定条件と
同じと考えられる。よって，最も調べやすい資本蓄積率の安定性と安定条件
を調べることによってそれらの安定性および安定条件を調べることとした
い。
　さて⑮式より，
gt＋i　＝gt＋B　（
一　B　acw　（gi一
gt－acwgt　（1十gt）
　　　　　1　一cw
?
σ
（1－cw＋鎌αcw）・・＋σ11話謬）｝
　　　　1　一cw
よって位相図は，次のようになる。
gt＋1
o
4se
gt＋1　＝　gt
9 ?? gt
9t＋1
9t・U罵9t
145。
0 X2　　　　　　　　　　91　　　　9t
図　2　　　　　　　　　　　　　　　　　図　3
図からわかるように，g2は常に不安定であるが，　g　1は不安定な場合と安
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定な場合とがあり，そして知られているように，（4）その安定の場合の局所的
安定条件は，9t＋1＝ρ（g，）とすると，　g’（喜1）〉一1である。
　つまり，
　　　　　　　　　PV　（1　一　cr　cw）　2一　4　cr　cw　a　（1　一cw）gF　（g　i）　＝1－　　　　　　　　　　　　　　　　　1－cw
，
??
＜
? 2　（1　一cw） ＠
　　　　　　（1－acw）2－4　crcw　a　（1－cw）
である。
　さて，㊦式は，均衡資本蓄積率g1の局所的安定条件であるが，先に述べた
ことにより，これは，利潤分配率および利潤率の大きい方の均衡値の安定条
件でもある。
　さてそれでは，資本蓄積率（g），利潤分配率（θ），利潤率（γ）につい
て，数値計算によって安定的な均衡が存在することを実際に確かめておこ
う。ただし，cw＝0．92，　d＝0．21，α＝0．73，σ＝0．45，βニ1，3，　g。＝
0．33とするが，これは先の条件④～㊦を満たしている。
gi　＝O．3176
92　＝O．3267
g，　＝O．3203
94　＝＝O．3249
gs　＝O．3217
g，　＝O．3240
gr　＝O．3224
gs　＝O．3235
gg　＝＝O．3227
gio＝O．3233
g　ii　＝＝　O．3229
e，　＝O．8460
e，　＝O．8996
0，　＝O．8618
e，　＝O．8889
e，　＝O．8696
0，　＝O．8834
0，　＝O．8736
0，　＝o．sso6
e，　＝＝O．8756
e　i，＝　O．8792
0ii＝O．8766
r　i　＝　O．3866
r2　＝＝o．4004
r，　＝O．3908
r4　＝：O．3978
rs　＝＝O．3929
r6　：O．3964
rT　＝O．3939
r　s　＝　O．3957
rg　＝＝O．3944
r　iD＝：O．3953
rii＝＝O．3947
（4）例えば，Gandolfo〔1980〕，　part皿，Chapter　3参照のこと。
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g　i2＝　O．3232
gi，＝O．3230
gi4＝O．3231
g　，s　＝O．3230
g　1e　＝O．3231
g　，，＝　O．3230
gis＝O．3231
g　i，　＝O．3230
g　20＝　O．3231
g　2，　＝O．3230
g　z2　＝＝　O．3231
923tO．3231
924＝O．3231
g　2s　＝＝　O．3231
日前iz＝O．8784
0　i3　＝O．8771
ei4＝O．8781
e　is　＝　O．8774
0　i6　：O．8779
eiT＝＝O．8775
e，，＝O．8778
e　ig＝　O．8776
e　，，＝　o．s777
e　2i＝　O．8776
022＝O．8777
e　23　＝O．8777
0　24＝　O．8777
02s＝O．8777
ri2＝＝O．3952
r　i3　＝＝　O．3948
ri4＝O．3951
r　is＝　O．3949
r，，＝：O．3950
r　iT　＝　O．3949
ris＝＝O．3950
r　ig　＝　O．3949
r　，，＝　O．3950
r2i＝O．3949
r，，＝O．3950
r　，，　＝　O．3950
r，，＝O．3950
r2s＝O．3950
　表（5）より明らかなように，資本蓄積率，利潤分配率，利潤率の均衡値は，
各，0．3230，0．8876，0．3949であり，モデルは確かに22期目から均衡に収束
している。
　さて我々は，以上で確認された安定的な均衡値の存在に注目すべきであろ
う。つまりそれは投資関数の存在にもかかわらず，安定的な均衡利潤分配率
および均衡利潤率が存在することを意味しているからである。
　つまり我々は，KalClor－Pasinettiと異なり，完全雇用の前提をはずして有
効需要論を導入したにもかかわらず，安定的な均衡利潤分配率，および均衡
利潤率が存在しうることを見いだしたのである。
第六節　結 論
　我々は，Kaldor－Pasinetti型分配論モデルの完全雇用の前提をはずして有
効需要論を導入すること，より具体的には，Pasinetti分配論モデルに投資関
数を導入することを試みて，現実の生産水準と分配率を両方決定できるモ
（5）ただし本丁は小数以下第5位を四捨五入するシステムのものである。
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デルを構築しようとした。
　そしてその際，利潤の内部留保から投資資金の一部がファイナンスされる
という関係から，利潤を，総生産から独立に，来期の投資計画と結びつけ
た。
　そのため，利潤実現条件を考慮せねばならないという問題が生じたが，反
面，利潤分配率と利潤率を，資本蓄積率のみの関数として表わすことができ
た。
　よって，資本蓄積率の運動を調べることによって迂回的に，利潤分配率お
よび利潤率の均衡存在条件，均衡値，均衡値が利潤実現条件を満たすための
条件，均衡の安定性および安定条件を求めることができた。
　そしてこれらの結果の中で，とりわけ注目されるのは投資関数の存在にも
かかわらず，利潤実現条件を満たすという意味で有意で，安定的な均衡利潤
分配率および均衡利潤率が存在する場合があるということである。
　よって我々は，Kaldor－Pasinetti型分配論の長期均衡（完全雇用均衡）の枠
組みの中に不均衡的要素（投資関数）を導入したが，にもかかわらず，均衡
化傾向（ただし不完全雇用均衡への）がある場合が存在することを見出した
のである。
（附記）
　本稿の骨子は，神戸大学大学院置塩ゼミナールで発表された。諸氏の有益
なコメントに感謝するとともに内地留学以後，このような研究の場を与えて
下さっている置塩信雄教授に心から感謝します。また，松山商科大学講師の
二神孝一氏との議論は有益でした。ただし，ありうべき誤謬はすべて筆者の
責任です。
　最：後になりましたが，学部時代より不出来な私を辛抱強く見守って下さ
り，本稿の執筆をお勧め下さった久留島陽三教授には，正直なところ感謝の
言葉もありません。
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